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18 金 14 月 11 金 10 木 ９水 ８火 ７月  

本
会
議
・（
最
終
日
） 

議
案
に
対
す
る
討
論 

文
教
常
任
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

（
木
村
） 

福
祉
健
康
常
任
委
員
会 

（
渡
辺
） 

環
境
建
設
水
道 

常
任
委
員
会
（
杉
野
） 

 

総
務
財
政
市
民 

常
任
委
員
会
（
石
田
） 

予
算
常
任
委
員
会 

予
算
常
任
委
員
会 

議
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

予
算
議
会 

経
過
報
告 

11 日に国保税引き下げをもとめる「請願」が審議され

る委員会です。 ぜひ、傍聴にきてください。 

 

予
算
議
会
に
出
さ
れ
た
議
案
（
一
部
） 

 
◆
平
成
２２
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
な
ど
の
「
補

正
予
算
」 

◆
平
成
２３
年
度
の
久
喜
市
一
般
会
計
予
算
、
国
保
会
計 

 

介
護
保
険
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
、
下
水
道
事
業

会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
、
土
地
区
画
整
理
事
業

会
計
、
水
道
事
業
会
計 

 

◆
学
童
保
育
事
業
を
指
定
管
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
な
ど 

 

① 

新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
今
回
は
ど
の
よ
う

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
も
と
で
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
の

か
。
ま
た
、
市
民
、
地
域
か
ら
の
要
望
や
各
会
派
の
予

算
要
望
書
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
、
具
体
的
に

ど
う
反
映
さ
れ
た
の
か
。 

② 

環
境
基
本
計
画
に
着
手
す
る
と
し
て
い
る
が
、
①
そ
の

基
本
方
針
②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
③
策
定
へ
の
市
民
参
加

の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
。 

③ 

「
安
全
で
調
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い
快
適
な
ま
ち
」
で

生
活
関
連
道
路
の
補
修
や
道
路
新
設
改
良
工
事
の
基

準
、
優
先
順
位
、
市
民
要
望
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
反
映

し
、
計
上
し
た
の
か
。 

 

④ 

市
民
プ
ー
ル
施
設
補
修
事
業
が
出
さ
れ
て
い

る
が
、
老
朽
化
が
進
む
こ
の
施
設
は
、
今
後
ど

う
し
て
い
く
の
か
、
市
の
計
画
を
。 

⑤ 

集
会
所
補
修
に
や
っ
と
予
算
が
出
さ
れ
た
と

こ
ろ
だ
が
、
今
回
も
含
め
て
今
後
の
補
修
計
画

を
。 

⑥ 

農
業
振
興
費
に
つ
い
て
、
農
業
の
担
い
手
作
り

は
、
こ
れ
か
ら
の
田
園
都
市
を
掲
げ
る
久
喜
市

に
と
っ
て
、
重
要
課
題
で
は
な
い
か
。
昨
年
と

違
う
取
組
み
や
、
力
を
入
れ
て
い
く
施
策
は
な

い
の
か
。 

⑦ 

休
日
夜
間
急
患
診
療
所
運
営
事
業
に
つ
い
て
、

４
月
か
ら
久
喜
総
合
病
院
が
開
院
す
る
中
で
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
体
制
な
の
か
。
今
後

の
体
制
は
ど
う
な
る
の
か
。 

⑧ 

全
国
的
に
国
保
税
の
徴
収
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
中
、
特
に
差
し
押
さ
え
に
よ
る
問
題
が
報

道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
不
安
に
感
じ
て
い
る

市
民
の
方
も
い
ま
す
。 

国
保
税
担
当
課
と
し
て
差
し
押
さ
え
に
対
す

る
考
え
か
た
を
。 

⑨ 

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
特
に
特
養
ホ
ー

ム
、
老
健
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
拡
充
は
、

待
っ
た
な
し
の
課
題
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、

今
予
算
に
は
そ
の
拡
充
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

 

⑩
社
会
福
祉
協
議
会
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
今
年
度
は

ど
う
す
る
予
定
な
の
か
。 

 
 

⑪
鷲
宮
の
デ
イ
ケ
ア
施
設
「
趣
味
の
家
」
な
ど
の
建

て
替
え
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
予
定
な
の
か
。 

 
 

⑫
生
活
保
護
者
を
「
食
い
も
の
」
に
す
る
貧
困
ビ
ジ

ネ
ス
対
し
市
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。 

 
 

⑬
小
学
校
の
英
語
教
育
の
体
制
や
、
指
導
は
。 

 

 
く
ら
し
福
祉
優
先
の
予
算
に
！ 

日
本
共
産
党
議
員
団
が
２
日
に
行
っ
た 

当
初
予
算
に
対
す
る
総
括
質
疑 

上の質疑をふま

えて常任委員会

で審議します 



 

 

 

  

 

 

一
般 質

問 

指定有料ゴミ袋と清掃センターへの 

ゴミの持ち込みについて 

問 何種類もの指定袋を使わず、余分な出費

やゴミ指定袋はなくすべきでは。菖蒲の清掃

センターは家庭のゴミであっても持ち込み

はすべて有料です。緩和が必要では。 

答 現在、廃棄物減量等推進審議会での協議

をしている。この中で答申される。 

 

公民館の予約とキャンセル改善につい

て 

問 予約の仕方は旧久喜市と旧３町とで違う

が、旧３町では、利用日の３か月前該当日に予

約をするやり方は、久喜市のように改善するべ

きでは。 

また、現在、使用料金支払い後にキャンセルを

した場合は、料金の払い戻しがしてもらえない

現状だが、期間を設けて次回の使用料に回す、

返金するなどの対応をするべきでは。 

答 今年７月を目途に予約方法を決める予

定。使用料は当日までの支払にする予定。 

 

 

国保税の大幅引き下げを 

問 旧一市三町の国民健康保険税は高く、払い

たくても払いきれない現状です。いのちと健康

を守るのは皆保険制度と地方自治体の責務では

ないか。 

答 財政的、構造的に大変で、適切な税の設定

だ。容易に引き下げることは困難です。 

 

問 払いきれない滞納者は加入者の２割、その

うち資格証明書が 61世帯、短期保険証が 366世

帯に発行されている。これはやめるべきだ。県

内の自治体でも繰入で引き下げている自治体も

多い。現在久喜市の一般会計からの繰入はわず

か 2億 5938万円、県内 40市中 6番目に少ない。

同規模の入間市は 21億 1450万円、狭山市は 11

億 8000 万円、新座市は 10億円などの努力をど

う見るのか。 

答 国保は特別会計。一般会計からの繰入が少

ないのはむしろ健全な運営。窓口対応はていね

いに分納などの処置や資格証明書発行は、中

学・高校生徒がいる家庭には発行してない。 

 

 

 

  

問 

鷲
宮
地
区
内
で
、
近
隣
住
民

に
対
し
て
騒
音
や
振
動
の
被
害
を

与
え
な
が
ら
操
業
し
て
い
る
業
者

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
建
物
は
開
発
・

建
築
の
許
可
を
経
て
い
な
い
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
合
併
前
の
許
認

可
権
者
で
あ
っ
た
埼
玉
県
と
合
併

後
は
久
喜
市
に
は
違
法
状
態
を
是

正
さ
せ
る
義
務
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
口
頭
で
の
指
導
し
か
し

て
い
ま
せ
ん
。
早
急
に
是
正
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

答
「
違
反
に
対
し
て
は
行
政
指
導
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。」 

 
 

渡
辺
昌
代
議
員 

 

木村奉憲議員 

 

杉
野 

修
議
員 

 

「
悪
質
な
違
反
に
は
是
正
勧
告
を
」 「

東
鷲
宮
駅
の
橋
上
化
・
バ
リ
ア 

 

フ
リ
ー
化
の
調
査
結
果
は
」 

  

問 

高
齢
者
や
障
が
い
を
持
つ
か 

た
な
ど
に
と
っ
て
東
口
も
な
く
、
地 

下
道
を
使
っ
て
上
り
ホ
ー
ム
に
行
く 

の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
も
う 

一
刻
の
猶
予
も
な
い
」
の
で
す
。
現 

段
階
で
の
調
査
結
果
は
ど
う
か
。 

答 

「
地
下
道
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー 

で
降
り
て
そ
こ
か
ら
上
り
ホ
ー
ム
に 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
が
る
」
方
法
が 

有
力
と
し
、
橋
上
化
に
は
財
源
が
課 

題
だ
、
と
し
ま
し
た
。 

住
民
の
声
を
よ
く
聞
い
て
構
造
に
生 

か
す
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

自校調理方式給食を存続すべき！ 

問 栗橋南小学校北校舎改築後の学校給食、自

校方式給食の存続を望む子ども達や PTAの皆さ

んの声を受け止め存続させるべきだが市の考え

は。 

答 工事終了後、新市全体の運営方針を検討す

る中で、南小学校の給食についても検討す

る。給食審議会の答申において、南小学校の

給食については先に結論を出す。 

 

電気料や施設使用料を無料にすべき 

問 スポーツ少年団などが、学校の体育館を使

用する際の電気料や使用料など無料にすべき。

また、高齢者が健康増進を目的に施設を使用す

る場合など無料にすべき。 

答 小中高校生の施設利用料については減免

している。電気料については平成 23年度か

ら免除する方向で考えている。 

 

 

 

石田としはる議員 

 

その① 


